
そうじゃ  議会だより
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一
般
質
問

館
建
設
に
伴
う
基
金
を
積
み
立
て

る
考
え
は
な
い
か
。

答

時
期
は
明
言
で
き
な
い
が
、

今
後
、
基
金
の
積
み
立
て
に
つ
い

て
も
考
え
た
い
。

問

体
育
施
設
指
定
管
理
委
託
料

が
指
定
管
理
業
者
に
支
払
わ
れ
て

い
る
が
、
先
般
、
総
務
文
教
委
員

会
で
、
き
び
じ
ア
リ
ー
ナ
を
現
地

調
査
し
た
。
そ
の
際
、
掃
除
の
仕

方
や
庭
木
等
施
設
管
理
の
あ
り
方

が
以
前
に
比
べ
て
悪
化
し
て
い
た

が
、
改
善
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答

毎
月
、
担
当
者
が
現
地
へ
出

向
い
て
い
る
。
改
善
結
果
は
早
急

に
報
告
し
た
い
。

問

職
員
研
修
費
に
お
け
る
意
識

改
革
研
修
で
、
大
勢
の
職
員
が
玄

関
で
講
師
を
お
出
迎
え
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
目
に
は
、
コ
ス
ト
意

識
を
欠
い
た
異
様
な
行
為
に
映
る

の
で
は
な
い
か
。

答

も
て
な
し
の
心
を
醸
成
す
る

た
め
の
行
動
と
考
え
て
い
る
が
、

市
民
か
ら
異
様
な
感
じ
に
と
ら
れ

る
の
は
良
く
な
い
の
で
、
整
合
性

を
図
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

託
料
及
び
工
事
請
負
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
経
費
節
減
の
た
め

に
も
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
実
施
す
る
べ
き
事
業
で
は
な
い

の
か
。

答

今
後
は
、
委
員
の
意
見
を
十

分
に
加
味
し
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

◎
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

◎
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
議
案
第

（
議
案
第
6868
号
）
号
）

問

工
事
期
間
中
、
授
業
に
支
障

は
な
い
か
。

答

ア
ウ
ト
フ
レ
ー
ム
工
法
の
採

用
に
よ
り
、
授
業
を
し
な
が
ら
の

工
事
が
可
能
で
あ
る
が
、
大
き
な

音
や
振
動
が
発
生
す
る
工
事
に
つ

い
て
は
、
夏
休
み
や
放
課
後
に
行

う
。

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

総
務
文
教
分
科
会

◎
平
成

◎
平
成
2424
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

  

（
認
定
第
１
号
）（
所
管
部
分
）

（
認
定
第
１
号
）（
所
管
部
分
）

問

企
画
費
の
負
担
金
、
補
助
及

び
交
付
金
と
し
て
、
県
立
博
物
館

を
誘
致
す
る
会
負
担
金
が
支
払
わ

れ
て
い
る
が
、
総
社
市
美
術
博
物

の
な
の
で
、
県
に
お
い
て
も
同
様

と
な
る
。

◎
総
社
市
立
学
校
施
設
耐
震
化
事

◎
総
社
市
立
学
校
施
設
耐
震
化
事

業
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
制

業
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
議
案
第

定
に
つ
い
て
（
議
案
第
5959
号
）
号
）

問

審
査
委
員
会
の
委
員
は
、
専

門
的
な
知
見
を
有
す
る
学
識
経
験

者
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
方
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答

学
識
経
験
者
と
し
て
、
大
学

教
授
、
教
育
関
係
に
詳
し
い
方
、

実
務
者
と
し
て
、
建
築
に
携
わ
っ

て
い
る
方
、
岡
山
県
教
育
庁
の
職

員
、
ま
た
、
現
職
の
校
長
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

◎
平
成

◎
平
成
2525
年
度
総
社
市
一
般
会
計

年
度
総
社
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
予
算
（
第
３
号
）

  

（
議
案
第

（
議
案
第
6464
号
）
号
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・�

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算

確
定
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
積

立
金
等
の
増
額

・�

職
員
の
早
期
退
職
に
伴
う
退
職

手
当
の
増
額

問

本
庁
舎
屋
上
防
水
及
び
本
庁

舎
ト
イ
レ
改
修
に
係
る
設
計
等
委

総
務
文
教
委
員
会

◎
８
月
定
例
会

◎
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更

◎
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
（
議
案
第

に
つ
い
て
（
議
案
第
5757
号
）
号
）

問

財
政
計
画
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
地
方
交
付
税
の
減
額
並
び
に

普
通
建
設
事
業
費
の
増
額
理
由
は

何
か
。

答

平
成
27
年
度
以
降
の
地
方
交

付
税
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
合
併

算
定
替
え
適
用
期
間
終
了
に
伴
う

普
通
交
付
税
の
減
額
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業

費
で
今
後
計
画
し
て
い
る
大
き
な

事
業
は
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
、
小
中
学
校
耐
震
補
強
、
消
防

署
昭
和
出
張
所
及
び
昭
和
公
民
館

の
移
転
新
築
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
事
業
費
を
考
え
て
い
る
。

◎
総
社
市
税
外
徴
収
金
を
期
限
内

◎
総
社
市
税
外
徴
収
金
を
期
限
内

に
完
納
し
な
い
場
合
に
お
け
る

に
完
納
し
な
い
場
合
に
お
け
る

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
議
案
第

て
（
議
案
第
5858
号
）
号
）

問

県
税
は
ど
う
か
。

答

今
回
の
率
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も

へ
対
応
し
た
住
宅
も
あ
わ
せ
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

地
域
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
区
を
中
心
に
住
民
の
密
接

な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
地

域
で
真
に
必
要
な
事
業
に
使
用
で

き
る
内
容
で
各
地
域
の
代
表
者
に

よ
る
運
営
組
織
に
任
せ
、
透
明
性

を
持
っ
て
健
全
な
運
営
を
し
て
い

け
る
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
市
長
）

災
害
対
策
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

市
営
住
宅
の
老
朽
化
に
対
す

る
取
組
と
地
域
一
括
交
付
金
の
実

施
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

答

著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る
四

区
域
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
募

集
を
し
て
お
ら
ず
、
他
の
住
宅
に

つ
い
て
も
今
す
ぐ
に
建
て
替
え
と

い
う
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
、
障
が
い
者
、
高
齢
者

〈〈
丹

下

　

茂
〉〉

問

災
害
時
に
お
年
寄
り
や
障
が

い
者
な
ど
要
援
護
者
へ
の
対
応
と

し
て
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
が

行
わ
れ
た
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

今
回
の
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
に
よ
る
も
の
は
、「
要
援
護

者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
名
簿
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
た
り
、
避
難
所
に
お
け
る
安

全
性
を
満
た
し
た
施
設
の
確
保
や

食
糧
や
医
薬
品
な
ど
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
生
活
環
境
の
整

備
に
努
め
た
り
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
現
在
す
で
に
施
設
・
団
体
・

関
係
者
な
ど
と
災
害
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
今
後
さ
ら
に
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。�（
市
長
）

再
生
農
地

等
地
交
換
法
に
つ
い
て

問

８
月
26
日
に
林
農
林
水
産
大

臣
に
談
判
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
感
触
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。

答

率
直
な
感
想
は
、
失
望
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
方
主
権

と
か
分
権
と
か
言
い
続
け
て
き
た

が
、
国
の
こ
の
農
林
水
産
省
の
ハ

ー
ド
ル
の
高
さ
と
い
う
の
を
思
い

〈〈
秋
　
山
　
律
　
郎
〉〉

知
ら
さ
れ
た
と
い
う
の
が
素
直
な

気
持
ち
で
あ
る
。�

（
市
長
）

総
社
市
美
術
博
物
館

構
想
に
つ
い
て

問

議
会
が
、
早
期
建
設
を
求
め

て
決
議
し
た
こ
の
構
想
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、

当
面
、
歴
史
・
美
術
資
料
に
関
す

る
学
芸
員
の
採
用
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答

総
社
市
民
が
待
ち
焦
が
れ
て

い
る
も
の
で
も
あ
り
、
時
期
は
明

言
で
き
な
い
が
建
設
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
芸
員
は
来

年
に
も
採
用
し
た
い
。�

（
市
長
）

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問

ど
の
よ
う
な
方
針
で
行
な
お

う
と
す
る
の
か
。

答

自
立
す
る
総
社
市
を
創つ

く

る
。

そ
し
て
、
総
社
市
内
の
形
を
変
え

て
い
き
た
い
。
こ
の
二
つ
の
方
向

性
で
も
っ
て
岡
山
県
の
中
心
エ
リ

ア
に
な
っ
て
い
き
た
い
。�（
市
長
）

耕作放棄地

9月4日の大雨による被害（国道180号日羽地内）

委
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告


